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は
じ
め
に

和
歌
山
城
三
の
丸
の
発
掘
調
査
は
、
和
歌
山
城
の

北
側
に
位
置
す
る
和
歌
山
市
立
伏ふ
っ
こ虎
中
学
校
の
跡
地

に
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
薬
学
部
が
新
築
さ
れ
る
こ

と
に
起
因
し
ま
す
。
中
学
校
跡
地
は
道
路
を
挟
ん
で

北
敷
地
と
南
敷
地
に
分
か
れ
、
北
敷
地
と
南
敷
地
の

北
側
に
は
医
科
大
学
薬
学
部
が
、
南
敷
地
の
南
側
に

は
市
民
会
館
（
仮
称
）
市
民
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が

建
築
さ
れ
ま
す
。

特
集
和
歌
山
城
三
の
丸
の
発
掘
調
査

調
査
は
、
平
成
29
年
11
月
か
ら
平
成
31
年
１
月

の
期
間
で
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
面
積
は
約
４
，

２
０
０
㎡
で
、
調
査
区
は
１
～
４
区
の
４
区
画
に
分

か
れ
、
南
敷
地
が
１・２
区
、
北
敷
地
が
３
・４
区
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
で
反
転
し
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
調
査
成
果
の
一
部
は
、
風
車
82
号
で
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
、
総
括
す
る
形
で
紹
介
し
ま
す
。

 和
歌
山
城
の
位
置
と
環
境

和
歌
山
城
は
、
紀
の
川
の

河
口
域
を
占
め
る
和
歌
山
平

野
の
中
ほ
ど
に
位
置
し
、
独

立
丘
陵
の
岡
山
（
虎と
ら

伏ふ
す

山
）

を
中
心
に
築
か
れ
た
平
山

城
で
す
。
そ
の
構
造
は
、
標

高
40
～
50
ｍ
の
岡
山
に
天
守

と
本
丸
を
置
き
、
そ
の
麓
に

内
堀
な
ど
で
囲
ま
れ
た
二
の

丸
、
西
の
丸
、
砂
の
丸
、
南

の
丸
を
配
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
城
の
北
か
ら
東
に
か
け
て
は
内
堀
と
外
堀
に
囲

ま
れ
た
三
の
丸
を
置
い
て
い
ま
す
。

和
歌
山
城
の
天
守
・
本
丸
・
二
の
丸
の
中
枢
部
分

と
そ
れ
ら
を
囲
む
内
堀
ま
で
の
範
囲
は
、
昭
和
６
年

に
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
三

の
丸
と
外
堀
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
「
和
歌
山
城
跡
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
城
は
、
羽
柴
秀
吉
の
紀
州
攻
め
の
後
、
秀
吉

に
よ
っ
て
築
か
れ
、
16
世
紀
末
頃
に
は
桑
山
氏
が
城

代
を
務
め
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
浅
野
家
の
、
そ
れ

以
後
は
紀
州
徳
川
家
の
居
城
で
し
た
。
調
査
区
が
位

置
す
る
三
の
丸
は
、
江
戸
時
代
に
は
家
臣
の
屋
敷
地

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

 発
掘
調
査
の
成
果

調
査
区
付
近
の
標
高
は
約
５
ｍ
で
、
地
表
下
約
４

ｍ
余
り
ま
で
掘
り
下
げ
て
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
の

対
象
と
な
る
遺
構
面
は
９
面
で
、
江
戸
時
代
が
４
面
、

織し
ょ
く

豊ほ
う

期き

を
含
む
中
世
以
前
が
５
面
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
は
そ
れ
以
上
の
遺
構
面
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
な
層
序
は
、
北
敷
地
・
南
敷
地
と
も
ほ

ぼ
同
じ
で
す
が
、
各
層
位
の
厚
さ
は
各
所
で
異
な
り
、

現
地
表
面
の
標
高
に
つ
い
て
も
、
南
側
に
比
べ
北
側

が
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
層
序
は
、
旧
中
学

校
お
よ
び
近
代
以
降
の
造
成
土
の
下
に
江
戸
時
代
の

図１　和歌山城跡位置図

図２　調査区位置図
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屋
敷
地
の
面
が
あ
り
、
そ
の
下
位
は
自
然
（
風
成
）

堆
積
し
た
砂
層
下
に
16
世
紀
末
頃
の
織
豊
期
の
遺
構

面
、
更
に
下
は
自
然
（
氾
濫
）
堆
積
し
た
砂
層
と
な

り
ま
す
。
砂
層
以
下
で
は
数
時
期
以
上
の
中
世
の
耕

作
面
が
確
認
で
き
、
そ
の
下
部
に
は
古
代
・
古
墳
時

代
の
遺
構
面
が
存
在
す
る
な
ど
、
江
戸
時
代
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
遺
構
な
ど
も
多
く
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

 江
戸
時
代

江
戸
時
代
の
屋
敷
地
は
度
重
な
る
嵩か
さ
上
げ
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
第
１
遺
構
面
は
幕
末
以
降
、
第
２

遺
構
面
は
18
世
紀
か
ら
幕
末
、
第
３
遺
構
面
は
17
世

紀
か
ら
18
世
紀
、
第
４
遺
構
面
は
17
世
紀
で
、
調
査

区
南
西
側
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
第
４’
面
が
17
世
紀

初
頭
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
各
面
で
検
出
し
た
遺
構

は
、
浅
野
家
・
紀
州
徳
川
家
の
家
臣
の
屋
敷
地
に
伴

う
も
の
で
、
土
塀
基
礎
や
柵
、
礎
石
建
物
、
据
石
を

伴
う
掘
立
柱
建
物
、
石
積
み
排
水
溝
・
井
戸
・
塵じ
ん
芥か
い

処
理
穴
（
ご
み
穴
）・
埋
桶
・
溜た
め
桝ま
す
・
地
下
式
倉
庫
・

蹲つ
く

踞ば
い
（
水す
い

琴き
ん

窟く
つ
）・
竈か
ま
どな
ど
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で

も
、
井
戸
は
約
50
基
検
出
し
て
お
り
、
屋
敷
地
内
に

い
く
つ
も
の
井
戸
を
持
ち
、
ま
た
屋
敷
地
を
嵩
上
げ

す
る
ご
と
に
井
戸
を
掘
削
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま

す
。
こ
れ
ら
の
井
側
に
は
瓦
積
み
・
石
積
み
・
桶
・

曲ま
げ

物も
の

・
素
掘
り
な
ど
あ
り
、
種
類
が
豊
富
で
す
。

１
区
で
検
出
し
た
地
下
式
倉
庫
は
石
積
み
で
、
か

な
り
破
壊
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
長
さ
５
ｍ
、
幅
２

ｍ
あ
り
ま
す
。
使
用
し
て
い
た
石
材
に
は
城
の
石
垣

に
使
用
す
る
よ
う
な
大
き
な
も
の
が
多
く
、
矢
穴
や

刻
印
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
４
区
で
検
出
し
た
半
地
下

式
の
竈
は
２
基
並
立
す
る
も
の
で
、
２
基
と
も
直
径

約
0.85
ｍ
、
深
さ
0.7
ｍ
と
大
型
の
も
の
で
す
が
、
よ
く

似
た
構
造
の
竈
が
兵
庫
県
伊
丹
郷
町
遺
跡
、
姫
路
城

下
町
遺
跡
な
ど
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
大
型
の
竈

は
炊
飯
用
の
竈
と
は
異
な
り
、
大
量
の
湯
を
沸
か
す

の
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
兵
庫
県
で

見
つ
か
っ
て
い
る
竈
は
、
酒
造
り
や
醤
油
造
り
に
利

写真３　４区　半地下式竈（北西から） 写真２　1区　地下式倉庫（東から）

写真１　３区　江戸時代の屋敷地（上空から）
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用
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
区
の

井
戸
か
ら
出
土
し
て
い
る
大
型
の
石
臼
は
、
直
径
58

㎝
、
高
さ
30
㎝
あ
り
、
一
人
で
は
回
す
こ
と
が
で
き

な
い
大
き
さ
で
す
。
大
型
石
臼
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
民
俗
例
な
ど
か
ら
火
薬
製
造
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
屋
敷
地
内
で
火
薬
製
造
は
考
え
難

く
、
他
の
品
物
の
製
造
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
竈
・
石
臼
は
、
そ
の
規
模
や
大
き
さ

か
ら
日
常
生
活
に
使
う
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
も
、

屋
敷
内
の
生
産
作
業
に
つ
い
て
文
献
史
料
も
含
め
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

土
坑
に
は
、
塵
芥
処
理
穴
（
ご
み
穴
）
と
考
え
ら

れ
る
大
型
の
土
坑
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

中
に
木
製
品
を
多
量
に
廃
棄
し
た
土
坑
が
複
数
あ
り

ま
す
。
深
く
掘
削
さ
れ
た
こ
と
で
、
常
時
水
分
が
あ

り
、
密
封
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
良
好

に
木
製
品
が
遺
存
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
に
は
漆
椀

や
下
駄
・
箸
・
折お
し
き敷
・
曲
物
、
荷
札
、
刷
毛
、
槌
な

ど
の
他
に
、
鳥
籠
や
茶ち

ゃ

筅せ
ん

な
ど
通
常
の
発
掘
調
査
で

は
出
土
し
な
い
よ
う
な
製
品
ま
で
あ
り
ま
す
。
土
器

類
以
外
に
も
、
こ
れ
ら
の
木
製
品
か
ら
も
屋
敷
地
内

の
生
活
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 織
豊
期

風
成
堆
積
し
た
砂
層
下
の
第
５
遺
構
面
は
複
数
面

存
在
し
、
下
位
の
面
を
第
５’
面
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
面
で
検
出
し
た
大
溝
は
、
１・２
区
か
ら
３
・

４
区
を
縦
断
す
る
よ
う
に
北
北
西
―
南
南
東
方
向
に

延
び
、
４
区
付
近
で
西
方
に
折
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
幅
約
８
ｍ
、
深
さ
約
２
ｍ

の
規
模
で
、
土
層
の
堆
積
か
ら
も
水
が
流
れ
た
状
況

で
も
な
い
こ
と
、
壁
の
立
ち
上
が
り
が
急
で
あ
る
こ

と
か
ら
織
豊
期
の
城
下
町
を
区
画
す
る
堀
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
第
５’
遺
構
面
が
形
成
さ
れ
た

時
期
に
掘
削
さ
れ
、
第
５
遺
構
面
の
時
期
も
存
在
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
第
５’
遺
構
面
で
は
、

大
溝
を
境
に
東
側
で
井
戸
や
土
坑
、
大
溝
よ
り
西
側

で
畠
を
検
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
５
遺
構
面
で

は
、
大
溝
の
西
側
だ
け
で
な
く
東
側
も
畠
と
な
っ
て

お
り
、
大
溝
よ
り
東
側
の
土
地
利
用
が
変
化
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
第
５
遺
構
面
上
の
砂
は
、
調

査
区
付
近
を
含
め
和
歌
山
城
周
辺
に
広
く
厚
く
堆

積
し
て
砂
丘
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
和
歌
山
市

が
行
っ
た
発
掘
調
査
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

写真４　４区　鳥籠出土状況

写真５　織豊期の大溝と畠（上空から）
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す
。
第
５
遺
構
面
の
時
期
が
、
出
土
遺
物
か
ら
16
世

紀
末
頃
で
あ
り
、
砂
層
の
上
面
が
17
世
紀
初
頭
頃
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
江
戸
時
代
の
直
前
あ
る
い
は
ご
く

初
期
に
一
気
に
砂
の
堆
積
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

和
歌
山
城
下
町
が
桑
山
期
か
ら
浅
野
期
に
か
け
て
連

綿
と
続
く
の
で
は
な
く
、
砂
が
厚
く
堆
積
す
る
期
間

の
間
断
期
が
あ
り
、
更
に
、
こ
の
時
期
大
き
く
地
形

が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
地
形
変
化
を

も
た
ら
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
大
溝
か
ら
西
の
海

浜
部
が
桑
山
期
に
は
開
発
さ
れ
て
お
ら
ず
松
等
が
生

い
茂
っ
て
い
た
も
の
が
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
城
下

町
形
成
に
よ
っ
て
大
規
模
に
松
等
の
防
風
林
の
伐
開

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
短
期
間
に
一
気

に
砂
丘
が
形
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

 室
町
時
代
以
前

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
は
、
耕
作
に
伴
う
鋤
溝

や
水
路
と
考
え
ら
れ
る
溝
や
水
田
畦
畔
を
検
出
し
て

お
り
、
水
田
耕
作
な
ど
の
生
産
域
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
ま
す
。
た
だ
、
東
側
に
限
れ
ば
、
井
戸
が
検
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
西
側
に
比
べ
遺
物
が
多
く
出
土

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
直
近
に
集
落
が
あ
っ
た

こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

畦
畔
や
溝
・
鋤
溝
の
方
向
、
す
な
わ
ち
地
割
の
方

向
は
、
江
戸
時
代
以
降
の
町
割
り
の
方
向
が
正
方
位

な
の
に
対
し
て
南
北
軸
が
や
や
西
偏
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
向
は
、
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
東
方
の
水
田
地
割
と

し
た
。
規
模
は
幅
2.5
～
3.5
ｍ
、
深
さ
約
0.6
ｍ
あ
り
、

一
直
線
に
延
び
る
こ
と
や
自
然
流
路
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
流
れ
堆
積
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
水
田
耕
作
に

伴
う
水
路
の
用
途
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
面
の
標

高
が
１
ｍ
未
満
で
あ
る
も
の
の
、
和
歌
山
城
跡
周
辺

に
お
い
て
も
弥
生
時
代
中
期
頃
に
は
す
で
に
開
発
さ

れ
、
直
近
に
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

（
川
崎
雅
史
）

ほ
ぼ
同
じ
方
向
で
、
規
則
性
が
窺
え
る
も
の
の
、
畦

畔
に
は
弧
状
に
伸
び
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、

小
区
画
の
水
田
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
条じ
ょ
う

里り

に
則
り

整
然
と
作
ら
れ
た
水
田
区
画
で
は
な
か
っ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
遺
物
の
な
か
で
特
筆
で
き
る
も
の
と

し
て
古
代
の
蓮れ
ん
華げ

文
軒
丸
瓦
が
あ
り
、
付
近
に
文
献

な
ど
に
は
登
場
し
な
い
寺
あ
る
い
は
官か
ん

衙が

（
役
所
）

が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

調
査
で
は
、
散
発
的
に
弥
生
時
代
の
土
器
や
石
鏃・

サ
ヌ
カ
イ
ト
剥
片
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
４

区
の
第
９
遺
構
面
に
お
い
て
古
墳
時
代
の
溝
の
下
部

で
、
弥
生
時
代
中
期
と
考
え
ら
れ
る
溝
を
検
出
し
ま

写真６　1区出土の古代瓦

写真7　4区　弥生時代の水路
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和
歌
山
県
指
定
文
化
財

地
蔵
堂
の
修
理
を
終
え
て

地
蔵
堂
の
修
理
は
平
成
三
十
一
年
三
月
に
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
前
々
号
の
短
信
で
お
約
束
し
た

と
お
り
、
こ
の
修
理
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
す
。

保
存
修
理
は
、
右（
南
）に
大
き
く
傾
い
て
い
た

建
物
を
建
て
起
こ
し
、
不
陸
調
整
、
礎
石
の
据
え

直
し
、
縁
や
建
具
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

修
理
前
は
礎
石
が
土
間
の
上
に
露
出
し
、
礎

石
と
柱
の
間
に
モ
ル
タ
ル
が
詰
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
柱
が
腐
っ

た
の
で
柱
の
下
部

を
切
り
取
り
、
礎

石
を
持
ち
上
げ
て

い
た
と
思
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
柱

の
下
は
腐
っ
て
お

ら
ず
、
礎
石
の
凸

凹
と
ピ
タ
リ
と
一

致
し
ま
し
た
。

北
側
は
岩
盤
、
南
側
に
盛
り
土
を
し
て
整
地
し

た
基
壇
に
礎
石
が
据
え
ら
れ
て
堂
が
建
て
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ま
し
た
。
長
い
歳
月
の
間
に
雨
水
な

ど
で
盛
り
土
が
流
れ
出
し
、
今
の
よ
う
に
礎
石
が

露
出
し
て
建
物
が
傾
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で

も
、
建
物
が
傾
き
だ
し
た
の
は
か
な
り
古
く
、
江

戸
時
代
以
前
に
用
い
ら
れ
て
い
た
和
釘
が
使
わ
れ

て
い
た
押
入
は
、
建
て
起
こ
し
た
後
で
は
元
の
位

置
に
納
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
す

で
に
傾
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

堂
の
床
を
支
え
る
大
引
は
柱
を
貫
通
し
て
お

り
、
根
太
も
打
ち
替
え
は
な
く
床
組
も
建
築
当
初

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
根

太
に
別
の
建
物
の
桁
な
ど
の
部
材
が
転
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
桁
に
残
さ
れ
た

柱
の
痕
跡
の
間
隔
は
今
の
建
物
と
同
じ
で
す
。
須

弥
壇
前
の
根
太
は
円
柱
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
丸

く
繰
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
根
太
の
反
対
側
に
も
繰

ら
れ
た
痕
が
あ
り
間
隔
も
今
の
繰
り
形
と
同
じ
で

す
。
今
の
堂
が
建
て
ら
れ
る
前
に
、
同
じ
規
模
の

堂
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

基
壇
を
復

原
す
る
こ
と

な
く
礎
石
を

支
え
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の

基
礎
が
丸
見

え
で
す
が
、

修
理
は
無
事

に
完
成
し
、

五
月
二
日
に

竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
堂
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ

た
の
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
過
疎
化
に
悩
む
集
落

で
す
が
、
こ
の
お
堂
が
末
永
く
護
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
寺
本
就
一
）

柱に合わせて礎石を据え付け、
周りをコンクリートで固めた。

地蔵堂の床組（桁などの転用材が見られる）

地蔵堂（竣工正面）
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埋
蔵
文
化
財
課
　
　
　
　
新
任
の
ご
挨
拶

瓦
の
は
な
し 

①  

鬼
瓦
―
改
元
を
め
ぐ
る
考
察
―

は
じ
め
ま
し
て
、
本
年
四
月
か
ら
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
、
田た

之の

上う
え

裕ゆ
う
子こ

と
申
し
ま
す
。

新
任
当
初
か
ら
、「
和
歌
山
県
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
成
果
展　

紀
州
の
あ
ゆ
み
」

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
展
示
準
備
や
書
類
作
成
な
ど
で
悪
戦
苦
闘
の

毎
日
で
す
。
何
も
わ
か
ら
な
い
不
安
の
中
で
、
先
輩
方
の
手
助
け
や
助
言
に
よ
り
、

和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
で
の
展
示
の
オ
ー
プ
ン
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が

で
き
て
感
動
す
る
と
と
も
に
安
堵
し
ま
し
た
。

こ
の
成
果
展
で
は
、
和
歌
山
県
内
出
土
の
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
や
時
期
の
遺
物
に

触
れ
る
、
よ
い
機
会
を
与
え
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

近
畿
や
西
日
本
を
中
心
に
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
和
歌
山
県
内

で
の
発
掘
調
査
の
経
験
が
少
な
く
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
一
員
と
し
て
職
務
を
全

う
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
田
之
上
裕
子
）

円満寺鬼瓦（天下）円満寺鬼瓦（太平）浄国寺鬼瓦（天下）浄国寺鬼瓦（太平）

有
田
市
の
円
満
寺
仏
殿（
大
日
堂
）に
は「
天
下
」

と
「
太
平
」
の
額ひ
た
い

飾か
ざ

り
を
あ
し
ら
っ
た
鬼
瓦
が
据す

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
側
面
に
は
ヘ
ラ
で
、
泉
州
谷

川
（
大
阪
府
岬
町
）
の
瓦
師
・
七
兵
衛
の
名
と
、「
延

宝
十
年
／
戌
ノ
正
月
」
と
年
号
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に「
延
宝
」は
延
宝
９
年（
一
六
八
一
）

９
月
に
「
天
和
」
に
改
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

５
月
、
平
成
か
ら
令
和
に
改
元
さ
れ
ま
し
た
が
、

テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
瞬
時
に
伝
わ
る
現
在
と
は
違

い
、
改
元
さ
れ
た
こ
と
が
七
兵
衛
に
伝
わ
る
に
は

時
間
が
か
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い

は
製
作
は
改
元
の
９
月
よ
り
前
で
あ
っ
た
が
、
予

定
さ
れ
る
竣し
ゅ
ん

工こ
う

年
月
を
前
も
っ
て
書
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
事
に
、
ほ
ぼ
同
じ
デ
ザ
イ
ン

の
七
兵
衛
の
銘め
い

が
あ
る
鬼
瓦
で
、
同
じ
く
「
延
宝

十
年
／
戌
ノ
正
月
」
の
も
の
が
浄
国
寺
鐘し
ょ
う

楼ろ
う

（
海

南
市
）
に
も
据
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
偶
然
、
円

満
寺
と
浄
国
寺
の
鬼
瓦
が
同
時
期
に
注
文
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
、
定
番
の
既
製
品
と

し
て
製
作
さ
れ
て
い
た
鬼
瓦
な
の
で
し
ょ
う
か
？

円
満
寺
と
浄
国
寺
に
は
他
に
も
七
兵
衛
が
製
作

し
た
瓦
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
建
物
や
文

献
資
料
な
ど
を
併あ
わ

せ
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
当
時
の
瓦
製
作
状
況
や
流
通
事
情
な
ど
が
明

ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
松
井
美
香
）
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●特別展　「雑賀衆と鷺ノ森遺跡―紀州の戦国―」 2019 年 8 月 24 日（土）～ 9月 29 日（日）

高野山霊宝館

●大宝蔵展　「高野山の名宝　―きらめく漆工の美―」 2019 年 7 月 20 日（土）～ 10 月 6 日（日）
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